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まちづくりに貢献する交通計画を立案し、実践し、誰でも移動しやすい街、暮らしやす

い街を作り上げていくためには、従来の、渋滞緩和や環境負荷軽減等の被害削減を主眼と

する交通計画とは異なる目標設定、市民参加、繰り返しプロセスが必要となる。今年度は、

都心交通計画、特に、都心の活性化に資する交通計画を中心に、ビジョン構築手法と効果

的な整備手法について、研究した。 
第１に、都心交通計画の目標設定に関しては、地区のアメニティを守ることを優先して

交通体系を構築するという原則に沿うものであり、居住環境地区の考え方に一致するもの

が望まれるが、我が国においての具体的な適用は進んでいない。この研究では、先進事例

である札幌の都心交通計画を対象に、その経緯をレビューし、関連資料を再度読み込むこ

とによって、有名な 1000 人 WS に加えて、都心交通ビジョン発表後の都心懇談会におけ

る多様な主体の一致点の模索に関して整理した。歩行者空間で区切られたトラフィックセ

ルの概念を具体的に適用する際のコンフリクトとその解決策を実践してみせたものと評

価した。 
第２に、楽しく歩けるまちを支える都心部内の交通の質の改善と都心部へのマルチモー

ダルなアクセシビリティの確保に関して、有効な手法を選別し、その効果について、フラ

イブルク市、金沢市、富山市、大手町・丸の内・有楽町地区等の事例整理ならびに分析結

果を基に議論した。報告書には、金沢都心部の「楽しく歩ける街」の生活実態調査から見

た評価、全国ＰＴ調査データを用いた地方都市の徒歩及び自転車トリップ特性の分析、フ

ライブルク市の都市交通政策に関する考察、都市のコンパクト化による LRT 等利用促進

の可能性検討、ならびに、鉄道廃止後の動向と跡地活用に見られる傾向を取りまとめた。 
今年度の調査から、今後の課題としては、ビジョン構築手法を都市の将来像の議論に展

開していく手法、歩行空間を中心とする都心部内の交通の質の改善を具体的な歩行空間の

デザインとともに議論する手法、都心部への公共交通軸を社会的に維持可能なものとして

成立させる手法等の検討が望まれる。 
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